
年
頭
所
感 

令
和
七
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
世
界
的
な
気
候
変

動
を
抑
制
す
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
脱
炭
素
）
の

動
き
、
日
本
円
の
為
替
レ
ー
ト
や
海
外
情
勢
の
変
化
に

よ
る
資
材
価
格
の
高
騰
、
少
子
高
齢
化
が
原
因
で
発
生

す
る
技
術
者
不
足
、
労
働
環
境
を
見
直
す
働
き
方
改
革

な
ど
、
多
く
の
課
題
が
よ
り
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。 

一
方
、
政
府
や
行
政
、
企
業
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
、
い
よ
い
よ
本
格
的
に
「
デ
ジ
タ
ル
化
」
に
取
り

組
み
始
め
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
れ
は
、
デ
ー
タ
の
共

用
・
活
用
に
よ
るD

X

（D
ig

ital T
ran

sfo
rm

atio
n

）
の

推
進
で
あ
り
、A

I

デ
ー
タ
や
生
成A

I

を
あ
ら
ゆ
る
シ

ー
ン
に
取
り
込
み
、
業
務
の
効
率
化
の
み
な
ら
ず
事
業

の
創
造
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
が
る
領
域
に
も
導
入

す
る
な
ど
、
社
会
を
大
き
く
変
革
さ
せ
る
動
き
が
見
え

て
き
て
い
ま
す
。 



こ
の
よ
う
な
中
、
私
た
ち
建
築
設
計
界
も
社
会
環
境

の
変
化
や
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
業
務
対
応
を
着
実

に
進
め
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

当
組
合
と
し
て
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
資
す
る
建
築
物
の
木
造
・
木
質
化
の
研
究
と

実
践
、Z

E
B

（N
et Z

ero
 E

n
erg

y B
u

ild
in

g

）
・Z

E
H

（N
et Z

ero
 E

n
erg

y H
o

u
se

）
へ
の
積
極
的
な
取
組
み
、

D
X

の
推
進
に
資
す
るB

IM

活
用
に
よ
る
設
計
環
境
の

効
率
化
と
新
た
な
設
計
手
法
の
創
造
な
ど
、
求
め
ら
れ

る
社
会
的
責
任
と
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
研
修

と
設
計
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

結
び
に
、
皆
様
方
の
ご
健
康
と
益
々
の
ご
活
躍
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
ま
た
当
組
合
の
事
業
へ
の
更
な
る
ご

支
援
と
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。 

 

令
和
七
年
一
月 

福
島
県
建
築
設
計
協
同
組
合 

代
表
理
事 

鈴
木
宏
幸 


